
競技注意事項 

 

本大会は、2026年度公益財団法人日本陸上競技連盟競技規則、（社）日本ﾏｽﾀｰｽﾞ陸上競技

連合規定及び本大会の申し合わせ事項によって実施します。 

 

1 陸上競技場使用上の注意 

  (1)当該種目競技者と指導者以外は、競技ｴﾘｱへの立ち入りを禁止します。 

(2)練習場所については、本競技場、補助競技場ともに 7:00 から使用できます。ｳｫｰﾐﾝｸﾞ

ｱｯﾌﾟ、ﾄﾞﾘﾙはﾄﾗｯｸ外とﾌｨｰﾙﾄﾞの芝の中で行ってください。 

(3)補助競技場は周回練習（1 ﾚｰﾝ）、ｽﾀｰﾄ練習（2～4 ﾚｰﾝ）、(5 ﾚｰﾝ)は中学女子ﾊｰﾄﾞﾙ､(6

ﾚｰﾝ)は中学男子ﾊｰﾄﾞﾙ､(7 ﾚｰﾝ)は高校一般女子ﾊｰﾄﾞﾙ､(8 ﾚｰﾝ)は高校一般男子ﾊｰﾄﾞﾙの練

習ﾚｰﾝとします。また、ﾊﾞｯｸｽﾄﾚｰﾄの 2～6 ﾚｰﾝはｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸを使ったｽﾀｰﾄ練習が出

来ます。小学生の練習時は、必ず指導者がついて行ってください。また、補助競技場

では投擲・跳躍練習は出来ません。本競技場の朝だけ指導者がついて行ってください。 

(4)開門時間は、第 1､2 駐車場､競技場前駐車ｽﾍﾟｰｽ 6:00、競技場 7:00 とします。 

(5)本競技場での朝のﾄﾗｯｸ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ練習は、8:30（競技開始の 30 分前）までとします。但

し、ｾﾞﾛｺﾝﾄﾛｰﾙﾃｽﾄの時だけはｺﾞｰﾙ付近に絶対に近寄らないでださい。 

 

２競技者の招集について 

(1)招集場所は、競技場第 4 ｺｰﾅｰ(第 1 ｹﾞｰﾄの外側)となります。 

（2)招集方法 

①競技者は招集開始時刻までに１次点呼（○付け）を行い、その後、召集完了時刻に

各競技開始場所へ直接集合して下さい。但し、小学生は招集所に集合し、競技者係

が誘導します。 

② 招集開始時刻までに１次点呼（○付け）を行わない、または、召集完了時刻に競技

開始場所に居ない競技者は、当該競技種目を棄権したものとします。 

③ 各競技開始場所での最終点呼は代理人を認めません。 

（3)招集開始時刻（○付け）及び招集完了時刻（現地集合時刻）は、すべてその競技開始

時刻を規準とし、下記の通りとします。 

種  目 招集開始時刻 招集完了時刻 

トラック種目 ２５分前 １５分前 

フィールド種目 ４５分前 ３０分前 

 

３ｱｽﾘｰﾄﾋﾞﾌﾞｽについて 

 (1)ｱｽﾘｰﾄﾋﾞﾌﾞｽはそれぞれ各団体、個人で割り当った番号によるﾋﾞﾌﾞｽを使用し、必ずﾕﾆ

ﾌｫｰﾑの胸・背に着けてください。但し、跳躍競技に出場する者は、胸・背のいずれか

で良いです。腰ﾅﾝﾊﾞｰ標識は、各個人が用意したものを使用してください。ﾄﾗｯｸ種目出

場者については腰の左右後方に 2 枚付けてください。ｲﾝｻｲﾄﾞｶﾒﾗ使用のため。 

  (2)800m 以下のﾄﾗｯｸ競技出場者は、腰ﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを各自で用意し、腰の左右後方に 2 枚付

けてください。 

 (3)1500m 出場者は、腰ﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを競技者係で受け取り使用して下さい。また、800m 出

場者で 10 ﾚｰﾝ以上の場合、腰ﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを競技者係で受け取り使用してください。 

 

４競技について 

(1)ﾄﾗｯｸ競技について 

①ｽﾀｰﾀｰの合図は、英語（「On Your Marks」「Set」）で行います。不正ｽﾀｰﾄをした場合

は、小学生は同じ競技者が 2 回で失格、中学生以上は 1回目で失格となります。 



② 短距離種目では、競技者安全のため、ﾌｨﾆｯｼｭﾗｲﾝ通過後も自分のﾚｰﾝ（曲走路）を走

ってください。 

③ ﾀｲﾑによる次のﾗｳﾝﾄﾞに進む出場者の決定については、最終枠に同記録がある場合

は、写真判定員主任が 0.001 秒単位の実時間を判定して出場者を判定します。そ

れでも同成績者がありﾚｰﾝが不足する場合は、同成績者または代理人によって抽選

します。なお、ｱﾅｳﾝｽ後 15 分を経過しても当該競技者あるいは代理人が大会本部

に来なかった場合は、主催者が代行します。 

④ 100m、100mH、110mH は、風の状況により、ﾊﾞｯｸｽﾄﾚｰﾄﾌｨﾆｯｼｭを行う場合があります。

ただし、暗くなってからの直線競技は、写真判定の照度の関係から、風に関係な

くﾎｰﾑｽﾄﾚｰﾄで行います。 

⑤ 800m は階段ｽﾀｰﾄで行います。 

(2) ﾌｨｰﾙﾄﾞ競技について 

中学男女砲丸投、高校一般男女砲丸投はそれぞれ男女の人数の多い方を投擲ﾋﾟｯﾄ 

(A ﾋﾟｯﾄ)で、人数の少ない方を芝に向かって投げる B ﾋﾟｯﾄで行います。 

(3)ｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞのﾋﾟﾝの長さは、9mm 以下とします。ただし、走高跳・やり投は 12mm 以下

とします。これらのﾋﾟﾝの直径は、少なくとも長さの半分が 4mm 四方の定規に適合

し、数は 11 本以内とします。 

(4)ｼｭｰｽﾞの靴底（ｿｰﾙ）の厚さについて(TR5.2) 

①ﾄﾗｯｸ種目について、すべての種目で 20mm 以下とします。 

②ﾌｨｰﾙﾄﾞ種目については、本大会では TR5.2 を適用除外とします。WA のﾌｨｰﾙﾄﾞｼｭｰｽﾞ

規定に不適合なｼｭｰｽﾞを使用する場合でも、大会参加には影響はありません。ただし、

記録については国内で通用する記録としての取り扱い（公認記録、国内上位大会参

加資格記録、大会記録）となります。よって、その記録は国際大会等での参加資格

となる記録や U18/U20 日本記録としては認められません。 

※必要に応じて、競技役員が競技用靴を競技前、競技中または競技後に検査すること

もありますのでご承知おきください。 

(5)競技者はﾋﾞﾃﾞｵ装置・ﾚｺｰﾀﾞｰ・ﾗｼﾞｵ・CD・ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰや携帯電話、もしくは類似の機を

競技場内に持ち込むことはできません。 

(6)競技者は勝手に競技場所を離れることはできません。 

(7)競技の進行上、競技開始時刻が変更になる場合があるので、放送に注意してください。

(8)競技に使用する用具は、すべて主催者が用意したものを使用してください。 

(9)不当な行為をした競技者には警告が与えられ、場合によっては当該競技会から除外

されることがあります。警告はｲｴﾛｰｶｰﾄﾞ、除外はﾚｯﾄﾞｶｰﾄﾞを示すことによって競技

者に知らされます。 

 

５結果発表と抗議について 

(1) 各種目の結果発表はｱﾅｳﾝｽで行います。競技結果の掲示は行わないので、ｱｽﾘｰﾄﾗﾝｷﾝ

ｸﾞで確認してください。但し、決勝のｽﾀｰﾄﾘｽﾄのみ、招集所での掲示を行います。 

(2) 発表された結果に対する抗議は、競技規則 TR7 に定められている時間内（同一日に

次ﾗｳﾝﾄﾞが行われる場合にはｱﾅｳﾝｽ後 15 分以内、それ以外は 30 分以内）に、競技者

自身または代理人が、審判長に対して口頭で行い、控室で裁定を聞いてください。

さらに、この裁定に納得できない場合は預託金（2 万円）を添え、担当総務員（ﾄﾗｯ

ｸ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ）を通じてｼﾞｭﾘｰに文書で申し出てください。 

 

６開門及び本競技場開放時間について 

各駐車場           ６：００ 開門 

本競技場・補助競技場     ７：００ 開門 



本競技場開放時間       ７：００～８：３０ 

補助競技場開放時間      ７：００～最終レースの招集完了時まで 

 

７その他 

(1)選手受付、ﾏｽﾀｰｽﾞ受付は、7 時 15 分頃からｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙにて行います。その際にﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑを受け取ってください。 

(2)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの訂正は、8時 00 分までに大会総務に申し出てください。 

(3)役員全体打合せは、8 時 00 分からﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ前で行い、その後各ﾊﾟｰﾄの打ち合せを行

ってください。雨天の場合は、ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙにて行います。 

(4)種目ごとの 1 位にﾒﾀﾞﾙ、1 位～3位には賞状と株式会社ｱﾙﾍﾟﾝ様よりｽﾎﾟｰﾂ巾着を授与

し、参加者全員にｽﾎﾟｰﾂﾃﾞﾎﾟの割引券が配布されます。また、競技終了後、1 位から 3

位に入賞した競技者は、直ちにｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙに集合してください。 

(5)全競技終了後、最優秀選手賞（札幌陸上競技協会会長杯）、優秀選手賞（北海道新聞

社、読売新聞社、北海道日刊ｽﾎﾟｰﾂ新聞社）を授与します。なお、最優秀選手賞、優秀

選手賞受賞者で、日本記録、北海道記録、大会記録樹立者にはそれぞれのﾚﾍﾞﾙに準じ

て育成奨励金またはｽﾎﾟｰﾂ商品券が授与されます。 

(6)参加者への大会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、個人は 1 冊、ﾁｰﾑは 10 人に 1冊程度配布します。 

(7)参加者へは山崎製パン様より、一個ずつﾊﾟﾝが提供される予定ですが、参加者が多い

場合は、子供から優先に配布致しますので、勝手に持って行かないでください。 

(8)自分のｺﾞﾐは必ず持ち帰えってください。 

(9)ﾃﾝﾄの設置は、取扱説明書をよく読み、設営をしっかり行い、風が強いときはたたむ

など対策をとってください。 

(10)大会期間中に競技場で発生した傷害や疾病は、競技場内の救護室で応急処置を行う

が、その後の責任は負いません。 

(11)新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関して、主催者は当該競技会に関わる全ての人の感染に対す

るいかなる責任を負いません。 

(12)本大会に関して寄せられた個人情報は、本大会の目的以外に使用することはありま

せん。参加申込により、この取り扱いに承諾を得たものとみなし、氏名・学校名・学

年・記録の紹介や掲示板、ＨＰに掲載し、本大会が認めた報道機関にも公表致します。 

(13)車の駐車については、競技場前駐車ｽﾍﾟｰｽに審判員のみ審判手帳を警備員に提示し

た上で駐車できます。第 1､2 駐車場は、保護者・一般の方も駐車は出来ますが、必ず

駐車ﾗｲﾝの中に駐車し、ﾗｲﾝ外の駐車はお止め下さい。また、ﾊﾞｽ専用ｽﾍﾟｰｽに駐車する

ことのないようお願いします。また、他の車の前や、駐車場の出入り口付近に駐車し、

駐車場への出入りに支障を来した大会も多くありましたので、よろしくご協力お願い

します。駐車場がいっぱいになりましたら、くれぐれも路上駐車などなさらず、近隣

の有料駐車場をご利用下さい。とにかく、駐車ｽﾍﾟｰｽには限りがありますので、出来る

だけ公共交通機関をご利用してください。 

(14)補助競技場の使用は、本大会に参加する選手と指導者・保護者のみです。個人の練

習には使用しないでください。 

(15)補助競技場の中や公園内の芝にﾃﾝﾄ等を張らないでください。補助競技場とｳｫｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｽの間の傾斜地の芝の上は可能です。 

(16)本競技場と補助競技場の間のｽﾍﾟｰｽに、様々な種類のｷｯﾁﾝｶｰが出ますが、札幌陸上競

技協会とは一切関係の無い営業となりますので、個人個人の責任においてご利用くだ

さいますようお願い致します。 


